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目的 放射線療法後の残存・再発性基底細胞癌に対する光線力学療法の有用性を検討

する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング ノルウェーの 1 総合病院 
対象者 放射線療法後に残存・再発した基底細胞癌 20 例 22 病巣（残存 6、再発 16） 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 14 ） 

介入（要因曝露） 掻破後のアミノレブリン酸光線力学療法 1～5 回 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 完全消退 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 再々発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 整容効果 1.主要 2.副次 3.その他（ 2 ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

観察期間は最終治療後 6～40 ヵ月（平均 22 ヵ月）で、22 病巣中 18 病巣が完

全消退（臨床的評価）。3 病巣が消退に至らず、1 病巣が 24 カ月後に再発。 
整容効果は完全消退例の内 15 病巣が“excellent”、3 病巣が“good”。 

結論 

放射線療法後の残存・再発基底細胞癌に対して光線力学療法は有用であった。
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エビデンスのレベル分類（IV） 
残存・再発病変に対する初期目標としての完全消退は良好な結果が得られてい

るが、“完全消退”が臨床的な評価であることには注意が必要。 
症例数はやや少ないが、詳細に長期観察しており、後ろ向きコホート研究に準

ずるレベルのものと評価した。 
 




